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カニ化石Czz7T,ceγ汎Z", zl, tos, eγγαftLs Nagao,

1940の甲殻の微細構造＊

今泉力蔵＊＊‐フ

カニ化石cα犯cerm郡泌fosgγγαt"sの甲穀の微細織造を調べ，光学顕微鏡レベルの構造

と電子顕微鏡レベルの構造との，雨者のむすびつきをつきとめた。

資料：仙台の龍ノロの入口付近の龍ノロ層より産した表題のカニ化石の甲穀の鰡域。

光学顕微鏡による観察：図aに垂直断面を示したが，水平左微細平行の織造と垂直なプラグ状の

構造が全体にゆきわたっているエうであるが，それらの不明瞭に見える構造の外に，上層，中層，

下層に大別されている。

上層にはイチヂク形の空胞状部があり，下層にはあんモチ形の空胞状部と突出部とがある。

下務の突出部は上層のイチヂク形空胞状部と対広しているようである。

垂直断面aにはイチヂク状空胞の種々の断面が現われており，空胞の位置は全体の構造と均衡し

て分布している。

水平断面bをみると，左上は比較的中下層の断面で右下は上層表面部の断面でイチヂク状空胞や

（あんモチ）形空胞状部の種倉の断面を示している。

大小の空胞状部中にはセンイ状構造の外に不明瞭にみえる放射状誇圭び平行性の微細な構造がゆ

きわたっている。中層にも同様な平行および垂直の構造がある。

甲穀の内部はコロイド様物質を思わせる輪か〈をもった，勿論，石化した物質がつ震っており，

甲穀との間に間隙らしいものがある場合もある。

電子顕微鏡による観察：レプリカによる電子顕微鏡写真には多角形集合がみられ，その境界はか

なり明瞭である（図c) 。これらの構造の表面には，或いは， より二次的ではないかと思われる水

平方向の平行した線状瀧豈が全体にゆきわたっている。
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以上の観察から電子顕微鏡でみられた多角形集合は，断面<a)

面部である。

cQrci"opl""(|円甲ガニ）の甲穀の構造は，一部，前報('

とはやや異るようである。

電顕写真をつくって(｡ただいた日本電子，薄片を製作して下さ宅

の意を表する。

薄片を製作して下さっ

にあらわれたプラク状織苣の表

967）したように,Ccz"ceF

た当研究室の日野功技官に感謝
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a. C(z7z,cg ･)- "Z7L泌進｡ふけ7．γ“秘jの甲殻の垂直断面の顕微鏡によるスケッチ

b同上の水平断面

a
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c.Cg7z,ccγ沈加泌加ぷeγγαfu・の甲穀､レプクカの電子顕鰯雲よりのスケッチ（日本電子，

JEM-ss) 画妾×ユOOO,競洽×5000
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